
今
回
の
委
員
会
は
、
議
員

か
ら
の
質
問
に
、
担
当
課
長

が
答
弁
す
る
形
で
開
か
れ
ま

し
た
。
「
市
の
説
明
は
メ
リ
ッ

ト
ば
か
り
記
さ
れ
て
い
る
が

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
」

「
中
核
市
移
行
に
伴
う
施
設

（
保
健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
）
整
備
に
つ
い
て
」

「
県
か
ら
の
移
譲
事
務
の
概

要
に
つ
い
て
」
な
ど
、
様
々

な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
論

そ
も
そ
も
中
核
市
移
行
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
議

会
で
議
論
が
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
都
度
、
市
の
持

ち
出
し
額
が
大
き
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
で
、

移
行
を
検
討

す
る
ま
で
至

ら
な
か
っ
た
と
い
う
経
過
が

あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

な
ぜ
今
回
、
改
め
て
中
核

市
移
行
の
方
針
を
示
し
た
か

と
い
う
と
、
県
か
ら
の
コ
ロ

ナ
関
連
の
情
報
提
供
が
不
十

分
な
の
で
、
「
自
前
の
保
健

所
を
設
置
す
る
」
た
め
で
す
。

し
か
し
、
昨
年
５
月
、
市
川

市
、
浦
安
市
、
船
橋
市
（
中

核
市
で
保
健
所
が
あ
る
）
が

連
名
で
県
に
対
し
て
、
「
迅

速
か
つ
漏
れ
な
く
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
」
を
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
自
前
の
保
健
所

を
持
っ
て
い
て
も
県
か
ら
の

情
報
提
供
は
十
分
に
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
、
県
の
個
人
情
報
保
護
条

例
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
感
染

者
の
居
住
地
や
感
染
経
路
が

市
に
情
報
提
供
さ
れ
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
自

前
の
保
健
所
が
あ
っ
て
も
無

理
と
い
う
こ
と
で
す
。

毎
年
費
用
が
24

・
６
億

中
核
市
移
行
に
は
毎
年
24
・

６
億
円
、
う
ち
保
健
所
設
置

に
10

億
７
千
万
円
も
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
ど
こ
か
の

予
算
を
削
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
削
っ

た
分
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま

す
。
市
は
「
課
題
は
あ
る
が

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」
と
回

答
。
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
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昨
年
９
月
議
会
で
、
村
越
市
長
が
「
効
率
的
な
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
は
、
保
健
所
を
自
前
で
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
市
独
自
の
保
健
所
設
置
を
め
ざ
す
」

と
表
明
し
て
か
ら
、
市
議
会
に
は
、
「
中
核
市
移
行
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
11

人
の
議
員
で
構
成
さ

れ
、
共
産
党
は
高
坂
進
議
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
５
月
20
日
、

３
回
目
の
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

県の保健所（南八幡）

県からの移譲事務（予定）
●福祉部 ２５事業４２２事務

・身体障害者手帳の交付

・特別養護老人ホームの設置許可と指導監督

・民生委員の定数の決定、研修、指導

・介護サービス事業社の指定、指導監督

●こども政策部 ５事業２１１事務

・保育所等の設置認可

●環境部 １０事業４９１事務

・産業廃棄物収集運搬・処分業の認可、指導

●保健部 ４０事業１１１４事務

・保健所全般

・精神障害者の支援

・飲食店の営業許可

・食中毒への対応

・動物愛護センター

・迷い犬の捕獲・収容

●学校教育部 ２事業４事務

・県費負担教員の研修

●その他 ６事業５８７事務

・屋外広告物の表示等の規制



５
月
17
日
、
新
婦
人
さ
つ
き

班
で
「
国
民
救
援
会
と
再
審

法
改
正
に
つ
い
て
」
の
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、

私
（
国
民
救
援
会
市
川
支
部

長
）
が
務
め
ま
し
た
。

再
審
法
改
正
に
つ
い
て
、

市
川
市
議
会
に
請
願
を
提
出

し
ま
し
た
が
、
総
務
常
任
委

員
会
、
本
会
議
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
賛
成
は
、
３
会
派
14

人
で
し
た
。

再
審
裁
判
を
た
た
か
う
茨

城
・
布
川
事
件
国
賠
原
告
の

桜
井
昌
司
さ
ん
、
大
阪
・
東

住
吉
事
件
国
賠
原
告
の
青
木

恵
子
さ
ん
、
弁
護
士
、
元
裁

判
官
ら
が
共
同
代
表
と
な
り
、

「
再
審
法
改
正
を
め
ざ
す
市

民
の
会
」
を
作
り
活
動
し
て

い
ま
す
。

元
裁
判
官
の
木
谷
明
さ
ん

は
「
身
に
覚
え
の
な
い
罪
で

服
役
さ
せ
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
命
ま
で
奪
わ
れ
る
え
ん

罪
ほ
ど
、
恐
ろ
し
い
も
の
は

な
い
。
再
審
制
度
は
、
そ
う

い
う
不
幸
な
え
ん
罪
者
を
救

済
す
る
た
め
の
も
の
だ
。
し

か
し
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

い
ま
、
再
審
法
を
変
え
る
好

機
だ
」
と
訴
え
ま
す
。

桜
井
さ
ん
は
「
日
本
の
え

ん
罪
の
特
徴
は
、
検
察
が
無

実
に
つ
な
が
る
証
拠
を
隠
し

て
い
る
こ
と
で
す
」
と
。

青
木
さ
ん
は
「
警
察
は
朝

か
ら
深
夜
ま
で
、
『
お
前
が

や
っ
た
ん
だ
ろ
う
』
と
『
自

白
』
を
迫
り
ま
し
た
。
一
度

決
め
つ
け
れ
ば
、
証
拠
を
捏

造
し
て
も
、
虚
構
を
組
織
ぐ

る
み
で
守
り
続
け
る
」
。

二
人
は
、
二
度
と
え
ん
罪

被
害
者
を
生
ま
な
い
で
、
と

訴
え
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
会
」
で
は
、

①
す
べ
て
の
証
拠
の
開
示
ー

始
め
か
ら
証
拠
が
出
て
い
れ

ば
事
件
に
な
ら
な
か
っ
た
事

件
関
係
者
ば
か
り
（
足
利
事

件
、
布
川
事
件
、
袴
田
事
件
、

大
崎
事
件
な
ど
）

②
検
察
官
の
不
服
申
し
立
て

の
禁
止
ー
一
審
で
無
罪
判
決

を
受
け
な
が
ら
検
察
官
の
公

告
に
よ
り
、
二
審
で
死
刑
判

決
を
受
け
た
（
名
張
毒
ぶ
ど

う
酒
事
件
な
ど
）

③
再
審
に
お
け
る
手
続
き
の

整
備
を
ー
再
審
法
は
刑
事
訴

訟
法
の
一
部
で
、
大
正
11
年

の
旧
刑
訴
法
の
ま
ま
。
再
審

の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
急
務
と

な
っ
て
い
る

こ
の
３
点
を
求
め
て
、

「
市
民
の
会
」
は
署
名
活
動

や
集
会
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「
市
民
の
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン

議
員
研
修
会
開
催

５
月
13
日
、
自
治
体
問
題
研

究
所
が
主
催
す
る
「
オ
ン
ラ

イ
ン
議
員
研
修
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
コ

ロ
ナ
禍
に
い
か
に
立
ち
向
か

う
か
」
、
講
師
は
、
岡
田
知

弘
京
都
橘
大
学
教
授
・
自
治

体
問
題
研
究
所
理
事
長
で
す
。

ま
ず
、
「
コ
ロ
ナ
禍
」
を

ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
対
ウ
イ
ル
ス
「
戦

争
」
で
は
な
く
、
「
災
害
」

と
し
て
認
識
す
る
必
要
性
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
い
く
ら

「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
し
、

お
酒
の
提
供
を
や
め
て
も
何

も
解
決
し
ま
せ
ん
。
「
新
し

い
生
活
様
式
」
で
は
な
く

「
新
し
い
政
治
・
経
済
・
社

会
の
あ
り
方
」
を
展
望
し
追

及
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎６月８日（火）

担当 岩橋進吾弁護士

◎７月１３日（火）

担当 井出達希弁護士

午後２時から５時まで

相談時間はひとり30分。

予約は清水又は控室まで

《主な活動報告 ５月》
☆５月９日 市川生活と健康を守る会が発足

全国組織である生活と健

康を守る会（生健会）が市

川市に発足しました。この

間、発足に向けて、コロナ

禍での相談活動に取り組ん

できました。今後も相談活動に取り組む予定です。写

真は、連帯の挨拶をする浅野ふみ子５区予定候補です。

☆５月22日 特養待機者ゼロの会」が宣伝

市川市の特養待機者ゼロの会は、毎月一回、駅頭で

の宣伝署名活動に取り組んでいます。この日は、午後

４時から、本八幡駅で行いました。参加者は世話人６

人と初めて宣伝に参加してくれた方の７人。１時間行

い27筆の署名がありました。若い方も応じてくれまし

た。会では、署名と要望書を市に提出する予定です。

☆５月2２日 新婦人支部大会を開催

昨年はコロナ禍で、

会場も空いていなかっ

たので、開催できませ

んでしたが、今年は、

開催することができま

した。短時間なので、

班報告は３分。市議団からは、廣田市議が市政報告を

行いました。

☆５月2９日 革新懇市川が総会

昨年４０周年を迎えた革新懇市川でしたが、コロナ

禍で、イベントも中止が相次ぎました。４０周年記念

誌なども予定していましたが、なしとなりました。今

年は４１周年です。新しい役員体制も決めて、取り組

んで行きます。総会のなかで、私は「村越市長と共産

党の関係について」報告しました。
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